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PDCE避雷針を取付ける支持管を設計/製作する前に御一読下さい。 

 

弊社、落雷抑制システムズは、支持管の設計/製作はいたしません。  

必要な場合には、それを行う協力会社様を紹介させていただきます。 

 

風圧・振動への強度計算は、支持管を設計/製作する会社の責任で行って下さい。 



0.  PDCEの保護範囲比較 

建築基準法の適用の無い場合： 20mの高さでのPDCE避雷針の保護範囲 半径 100m 

 

建築基準法が適用される場合 ： 20mの高さでの通常避雷針の保護範囲 半径 34.6m    

                      通常の受雷部扱い 【旧JIS】 

20 m 

20 *tan 60 = 34.6m 

60度 

20 * 5 = 100m 

  

 

例えば、 

高さ20mを越える建築物での使用 ⇒建築基準法を適用        
駐車場 ⇒ 建築基準法の適用の無い 



1-1.  設計段階での必要事項 

1. 取付場所での風圧計算   要注意 

1. 設計用基準風速Vo=38m/s を越える地域（特に鹿児島、沖縄） 

2. 地表面粗度区分 I の地域 

3. 標高800n を越える場所（着氷等） 

4. 高さ 60m を越える所 

2. （ＰＤＣＥ+支持管）の強度計算と支持管の製作 

1. ほとんどの場合、直径76.3mmであれば 長さ4m までなら ＯＫ 

2. 高くするとステー（支線）が必要になるのでなるべく避ける 

3. （ＰＤＣＥ+支持管）を構造物に取り付けても支障なきことの確認 

4. 接地抵抗の確認 

5. 役所への手続き（避雷針の取替だけなら不要（横浜市で確認）） 

6. 完成図書の作成 



 

2-1.  地表面粗度区分      空気の塊が通りやすいか否か 



2-2.  設計風速   場所により異なるので要チェック 



2-2.  設計風速 

全国の場所により異なります。 設置場所での設計風速を確認すること 



 

3-1.  支柱の強度計算  （１） 

支持管に必要な長さを算出した後、専門の方
に強度計算を依頼し、支持管を製作して下さ
い。 

 

ここでは、どの様に強度計算を行うかの一例
を示していますが、LSSでは、個々の支持管
強度計算サービスは行いません。  



 

 

3-1.  支柱の強度計算  （2） 



3-1.  風圧強度計算    (3) 



3-1.  支持管取付強度の設計 （4） 



3-1.  支持管取付強度の設計 （5） 



3-1.  支持管取付強度の設計 （6） 



3-1.  支持管取付強度の設計 （7） 



3-2.  支持管の設計例 （１） 



3-2.  支持管の設計例 （２） 

フランジ付き支持管 2m x 2 

ＰＤＣＥと上部フランジ 

支持管 固定金具 支持管とフランジの仕様 

支持管とフランジの仕様 

支持管 固定金具 



穴掘りを開始する前に  注意事項 

1. 施主の立会の下で場所の最終確認をすること 

2. 埋設物があることが分かっている場合には、現場責任者は
常時立ち会いすること 

3. 埋設物がある場合には手掘りで始めること【６０ｃｍ】    
いきなり機械掘りで始めない 

4. 埋設物が出てきたら、アース棒打ちこみチームを招集し、 
埋設物の位置について全員が理解すること 

5. 埋設物の位置を示す杭などを打って、仮埋めした後も位置
が分かるようにしておくこと 

6. 埋設物を破壊してしまった場合には、速やかに施主に報告
し、復旧のスケジュールについて確認するとともに、関係者
に連絡すること。 復旧を最優先とする。 

 



3-2.  支持管の連結の一例  （３） 



3-2.  支持管を固定する一例 （４） 



3-2.  支持管を固定する一例 （５） 

支持管と固定金具は、塗装をしない事。 機械的接触による導通を確保 



3-2.  支持管を固定する一例 （６） 



3-3.  被保護物側の強度についての強度の確認 

 

  

 

  

 

今までの計算は、この部分につ
いての強度計算 

被保護物のこの部分についての強度
は、これを設計した会社【所有者】に確
認のこと 

 

 

 

被保護物の一番、強固な構造物に取り付ける。 
例えば、航空障害灯の取付柱。 手摺では強度的
に弱い場合もある。 



4.  材料の搬入計画・安全施工 

材料を取付現場までどの様に搬入するか？ 

 人力で搬入 

 クレーンで搬入 

 

高所での安全確保   最重要 

  最優先で考える 

  作業員だけでなく、設置場所の下にいる人にも影響 

  高さ Ｈ からものを落下させると、水平距離で２Ｈまで達する 

 

 ●落雷の発生しそうなときは絶対に作業をしない（特に冬季雷） 



5.  取りつけ (1)        支持管へのハードロックナット 

ハードロックナットは、ナットが必ず
下になるように取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ × 

 

 
 

 
 

フランジ Φ 150mm 

～35N ・ m 

取付けトルク 
 

PDCE Senior/Magnum M12   35N  ・ m 

 

PSCE  Junior                     M10        21N ・ m 

 

PDCE  Baby                       M8           12N ・ m 
 

 



5.  取りつけ (2)       屋上での自立型支持管の場合 

 
 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

高さ５ｍを越える場合には、ステーの必要性も検討する 

 

 

通常避雷針と同じ扱いで取り付ける 

 

異なる点 ：水平投影面積が大きい、重量 ⇒ 支持菅の太さ 

アンカー・ボルト 

防振ゴム 

構造体接地 

   

 



5.  取りつけ (3)      独立避雷針の場合        

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

A 

 

 

A 
コンクリート柱の場合 
 

1. 支持管から引下げ導線を下ろし、試験箱を経由し、オニヨリ線で接地 

 

2. 支持管には、接地用端子が必要 

 

金属製ポールの場合 
 

1. 金属製ポールでは、ポールの上端と下端でポール自体を導線とする 

 

2. 金属製ポール【磁性管】の中に接地銅線は通さない 

試験用端子箱と端子 

ハンダで固める 



5.  取りつけ (4)      アタッチメントの利用        

支持管は 溶融亜鉛メッキ  

あるいは  ステンレス製  

で 

十分な対候性のあるものを使用し
てください。 

 

フランジの無い支持管にも取付けできます。 

Baby用        32A(Φ42.7nn)用    AT1型 

Junior用                 40A(Φ48.6mm)用     AT2型 

Senior/Magnum用 50A(Φ60.5mm)用   AT3型 

Senior/Magnum用 65A(Φ76.3mm)用   AT4型 

 



6.  接地抵抗の測定   （1)        小規模の場合 



6．接地抵抗の測定   (2) 

測定リード線

Ｐ極 Ｃ極

接地線

接地抵抗計

SUSボルトM12×50

SUSﾊｰﾄﾞﾛｯｸﾅｯﾄM12

避雷装置CTS 短絡線

LINEEARTH

テスト

ボタン

LINE線

EARTH線

絶縁抵抗定時の感電に注意してください。 
測定終了後、測定でかかった電圧を短絡線でディス
チャージします。 
 

この試験は工場で出荷前に行いますので、通常
は、取り付け現場で試験する必要はありません。 

絶縁抵抗の測定 接地抵抗の測定 

図１ 

 

図２ 

 


